
タ
マ
ネ
ギ
の
特
産
地

努
力
を
怠
ら
な
い
人
び
と

東
区
へ
の
入
植
者
に
は
努
力
家
で
研
究

熱
心
な
人
が
多
く
、
北
海
道
庁
の
書
類
に

「
能
ク
労
働
ニ
耐
ヘ
、
勉
強
モ
又
他
ニ
勝

ル
」
「
農
業
一
途
ヲ
目
的
ト
シ
テ
、
益
勉

強
ノ
状
体
」（
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年

北
海
道
庁
調
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
来
の
タ
マ
ネ
ギ
が
畑
の
土
に
な
じ
み
、

形
の
良
い
も
の
を
安
定
し
て
生
産
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
月
日
を

費
や
し
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
の
末
、
一
八

八
四
（
明
治
十
七
）
年
、
初
め
て
統
計
上

に
タ
マ
ネ
ギ
が
現
れ
ま
す
。
こ
の
年
の
収

穫
高
は
、
十
四
貫
四
百
目（
約
五
十
四
キ
ロ

グ
ラ
ム

）

で
し
た
。

は
じ
め
の
う
ち
タ
マ
ネ
ギ
は
消
費
者
に

な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
流
通
経
路

も
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
タ
マ

ネ
ギ
農
家
は
東
京
で
チ
ラ
シ
を
ま
く
な
ど

の
営
業
活
動
を
行
い
、
次
第
に
需
要
も
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
。

一
九
〇
二（
明
治

三
十
五
）年
に
、「
札

幌
村
」（
現
在
の
東
区

の
大
部
分
を
占
め
る

地
域
）
が
成
立
し
て

村
会
が
で
き
る
と
、

タ
マ
ネ
ギ
農
家
の
主

だ
っ
た
人
た
ち
は
進

ん
で
議
員
に
な
り
、
栽
培
技
術
の
改
良
と

普
及
に
当
た
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
土
作

り
や
種
作
り
、
農
具
の
開
発
な
ど
の
創
意

さ
っ
ぽ
ろ

き

工
夫
を
続
け
て
「
札
幌
黄
」
と
い
う
、
甘

味
の
強
い
タ
マ
ネ
ギ
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

タ
マ
ネ
ギ
を
地
域
の
特
産
品
に
し
よ
う

と
す
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
昭
和
の
初
め

こ
ろ
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
、
タ
マ

ネ
ギ
栽
培
中
心
に
切
り
替
え
ま
す
。

現
在
「
札
幌
黄
」
の
作
付
面
積
は
減
り
、

交
配
種
の
生
産
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
か
つ
て
「
札
幌
黄
」
は
、
北
海
道
の

タ
マ
ネ
ギ
栽
培
の
主
役
で
し
た
。

現
代
の
タ
マ
ネ
ギ
栽
培

受
け
継
が
れ
て
い
く
タ
マ
ネ
ギ
畑

な
が

た

ま
さ
の
り

栄
東
地
区
に
住
む
長
太
雅
則
さ
ん（
３８
）

は
、
四
代
目
の
タ
マ
ネ
ギ
農
家
で
す
。
初

す
け

ま

代
の
助
馬
さ
ん
は
、
一
九
〇
三
（
明
治
三

れ
つ
れ
っ

ぷ

十
六
）
年
、
富
山
県
か
ら
烈
々
布
（
現
在

の
栄
町
付
近
）
に
入

植
。
馬
を
使
っ
て
木

の
根
を
抜
く
な
ど
の

大
変
な
苦
労
を
し
て

畑
を
切
り
開
い
た
そ

う
で
す
。

タ
マ
ネ
ギ
栽
培
は

自
然
が
相
手
の
大
変

な
仕
事
で
す
が
、
雅
則
さ
ん
は
「
先
祖

代
々
続
い
て
き
た
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
に
は
愛

着
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る

限
り
長
く
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◇

◇

◇

ま
ち
の
発
展
を
見
つ

め
て
き
た
タ
マ
ネ
ギ
畑

は
、
こ
う
し
て
次
代
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に

「
タ
マ
ネ
ギ
の
里
」
東

区
を
築
い
た
先
人
た
ち

の
努
力
も
ま
た
、
後
世

へ
と
語
り
継
が
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

区
の
歴
史
を
や
さ
し
く
紹
介
し
た
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
『
ま
ち
の
歴
史
講
座
』（
全
二

巻
）
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

き
み
の
ぶ
ひ
こ

元
北
海
道
教
育
大
学
教
授
の
君
尹
彦
さ

ん
が
、
先
人
の
歩
み
を
生
き
生
き
と
解
説
。

第
一
巻
で
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
社
会
か
ら

幕
末
期
ま
で
を
、
第
二
巻
で
は
、
明
治
初

期
か
ら
一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
こ

ろ
ま
で
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
特
集
の
内
容
の
大
部
分
は
、
こ

の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
歴
史
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
本
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

昔
の
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東

区
を
再
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

●
配
布
場
所

東
区
役
所
１
階
１４
番
窓
口
、
東
区
民
セ
ン

タ
ー
、
区
内
各
連
絡
所
・
地
区
セ
ン
タ
ー

昭和２２年のタマネギ畑（写真：
札幌市写真ライブラリー所蔵）

歴
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

『
ま
ち
の
歴
史
講
座
』
を
配
布
中

長太雅則さん

強い日差しの中での草取り

東区のまちの成
り立ちが、分か
りやすく書いて
あります

収穫作業のようす（昭和６３年）
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